
取扱説明書
保証書付

CDラジオカセットレコーダー

CK-33D形
このたびは、お買い上げいただき、ありがとうございました。
この取扱説明書をよくお読みいただき、正しくお使いください。
お読みになったあとは、いつでも取り出せるところに大切に保管してください。
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安全上のご注意
■絵表示について
製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するため
に、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のようになっています。内容をよく理解して
から本文をお読みください。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負
う可能性が想定される内容を示しています。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想
定される内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。

警告
注意

■絵表示の例

お願い
「安全上のご注意」のイラストと本機とでは若干形状等が異なることがありますがご了承ください。

警告

万一、異常や故障が発生したときはすぐに使用をやめてください

次のようなときは、そのまま使用すると、火災、感電の原因となります。すぐに本体のファンクショ
ンスイッチで電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いて、お買い上げの販売店に修理をご依頼
ください。

● 煙が出ている、変なにおいや音がする(異常状態)
煙が出なくなるのを確認し、お買い上げの販売店に修理を
ご依頼ください。お客さまによる修理は危険ですから絶対
おやめください。

● 本機の内部に水などが入った

● 本機の内部に異物が入った

● 音が出ないなど(故障状態)

● 落としたり、キャビネットを破損した

の記号は「注意(警告を含む)をうながす事項」を示します。

の記号は「してはいけない行為(禁止事項)」を示します。

の記号は「しなければならない行為」を示します。

電源プラグを 
コンセントから抜く 

煙
変な
においや音
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警告
■分解・改造しない
本機を分解、改造しないでください。火災、感
電の原因となります。内部の点検、調節、修理
は、お買い上げの販売店にご依頼ください。

■本機の上に水などの入った容器を置かない
内部に水などが入った場合、火災、感電の原因
となります。

■ぬらさない
● 本機をぬらさないようにご注意ください。
火災、感電の原因となります。

● 風呂場、水辺、雨天の中などでは使用しな
いでください。

■異物を入れない
通風孔、ディスクやカセット挿入口、USB端
子などから、金属類や燃えやすいものなど、異
物を差し込んだり、落とし込んだりしないでく
ださい。(特に小さなお子さまにご注意くださ
い。)火災、感電の原因となります。

■電源コードを傷つけない
無理な使いかたをするとコードが破損しますの
で、次のようなことはしないでください。
● 電源コードの上に重いものを乗せる。
● 途中でつぎ足したりして加工する。
● 無理に折り曲げる。
● 傷をつける。
● ねじったり、引っ張ったりする。
● 熱器具に近づける。

電源コードが傷んだときは、お買い上げの販売
店に交換をご依頼ください。そのまま使用する
と、火災、感電の原因となります。

■電源コード接続時の注意
次のことをお守りください。誤った使いかたを
すると発熱などにより、火災の原因となります。
● 電源プラグはコンセントへ確実に接続する。
コンセントの差し込みがゆるいときは使用
しない。

● 電源コードは束ねたまま使用しない。
● たこ足配線はしない。

■差し込み部分は定期的に点検を
定期的に電源プラグを抜いて、プラグとコンセ
ントの間に付着したほこり、よごれなどを取り
除いてください。ほこりにより、ショートや発
熱が起こって火災の原因となります。

分解禁止 

水ぬれ禁止 

禁　止 

禁　止 

禁　止 
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■壁にぴったりつけない
本機の設置は、壁から10 cm以上の間隔をあ
けてください。また、他の機器との間は少し離
してください。ラックなどに入れるときは、本
機の天面および背面からそれぞれ10 cm以上
のすきまをあけてください。すきまがないと、
内部に熱がこもり火災の原因となります。

■通風孔をふさがない
通風孔をふさぐと内部に熱がこもり、火災の原
因となります。本機の後部や底部などに通風孔
があり、次のような使いかたはしないでくださ
い。
● 本機をあお向けや横倒し、逆さまにする。
● 押し入れ、本箱など風通しの悪い狭い所に
置く。

● テーブルクロスをかけたり、じゅうたん、
布団の上に置く。

■雷が鳴り出したら
屋外で使用中の場合は、ロッドアンテ
ナをたたんで安全な場所に避難してく
ださい。感電・落電の原因となります。

■レーザー光をのぞき込まない
レーザー光が目に当たると視力障害を
起こすことがあります。

■電源電圧100 V以外で使用しない
表示された電源電圧(AC100V)以外の電圧で
使用しないでください。火災、感電の原因とな
ります。

■国外では使用しない
本機を使用できるのは日本国内のみで、外国で
は電源電圧が異なりますので使用できません。
This unit is designed for use in Japan
only and cannot be used in any other
country.

■乾電池は充電しない
電池の破裂、液漏れにより火災・けが
の原因となります。

■種類の異なる（たとえばアルカリ乾電池
とマンガン乾電池）や新旧の電池を一緒
に混ぜて使わない

電池の破裂、液漏れにより火災・けが
の原因となります。

■風呂、シャワー室では使用しない
風呂、シャワー室など、湿度の高いと
ころや水の跳ねる場所で使用しないで
ください。
火災・感電の原因となります。

警告

禁　止 

禁　止 

禁　止 

禁　止 

禁　止 

禁　止 

禁　止 

水ぬれ禁止 



■電源プラグを抜くときの注意
● ぬれた手で電源プラグをさわらない
でください。感電の原因となること
があります。

● 電源プラグを抜くときは、プラグを
持って抜いてください。電源コード
を引っぱるとコードが傷つき、火災、
感電の原因となることがあります。

■設置場所に注意
● 湿気、ほこりの多い場所や、油煙、
湯気が当たる場所に置かないでくだ
さい。火災、感電の原因となること
があります。

● 窓を閉めきった自動車の中や直射日光が当
たる場所など温度が高くなる場所に放置し
ないでください。火災、故障の原因となる
ことがあります。

■不安定な場所に置かない
不安定な場所、棚などに置かないでく
ださい。落ちたり、倒れたりして、け
がの原因となることがあります。

■本機の上に重いものを置かない
バランスがくずれて倒れたり、落下し
て、けがの原因となることがあります。

■持ち運びの注意
● ディスクを取り出してください。電
源を切り、電源プラグをコンセント
から抜き、外部の接続機器を外した
ことを確認のうえ、行ってください。
コードが傷つき、火災、感電の原因
となることがあります。

● ロッドアンテナをたたんでください。
伸ばしたまま持ち運びするとロッド
アンテナがひっかかったり、当たっ
たりしてけがの原因となることがあ
ります。

■ディスクやカセット挿入口に手を入れない
けがの原因となることがあります。(特
に小さなお子さまにご注意ください。)

■変形やひび割れしたディスクは使用しない
変形、ひび割れ、または接着剤などで
補修したディスクは、使用しないでく
ださい。ディスクは本機内で高速回転
しますので、飛び散って、けがの原因
となることがあります。

また、セロハンテープやレンタルＣＤのラベル
などの糊がはみ出したり、剥がしたあとがある
ディスクも使用しないでください。

■ヘッドホンの音量に注意
音量を上げすぎないようにご注意くだ
さい。耳を刺激するような大きな音量
で長時間続けて聞くと、聴力に悪い影
響を与えることがあります。

■クレジットカードなどをスピーカーに近づけない
本機のスピーカーには強力な磁石を使
用していますので、時計、クレジット
カード、磁気定期券、カセットテープ、
ビデオテープなどは、スピーカーのそ
ばに置かないでください。データが壊
れて使用できなくなることがあります。

■音量は徐々に上げる
電源を入れたとき、突然大きな音が出
て聴力障害などの原因となることがあ
ります。（電源を切るときは、音量を小
さくしてください。音量調節は、確認
しながら行ってください。）

■幼児の手の届くところに置かない
けがの原因となることがあります。

注意

ぬれ手禁止 

禁　止 

禁　止 

禁　止 

電源プラグを 
コンセントから抜く 

指をはさ 
まれない 
よう注意 

禁　止 

禁　止 

禁　止 
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■長期間使用しない場合やお手入れの際の注意
安全のため電源プラグをコンセントか
ら抜いてください。

■内部の掃除について
内部の掃除については、お買い上げの
販売店にご相談ください。内部にほこ
りがたまったまま長い間掃除をしない
と、火災、故障の原因となることがあ
ります。

■磁波の発生する機器に近づけない
携帯電話、充電器や電磁波の発生する
電気製品に近づけない。電磁波のため
にノイズが発生することがあります。

■付属の電源コードを本製品以外に使用しない
付属の電源コードを本製品以外に使用
しないでください。

■乾電池使用上の注意
乾電池の使いかたを誤ると、電池の破
裂、液もれにより、火災、けがや周囲
を汚損する原因となることがあります。
次のことをお守りください。
● 単1形乾電池以外は使用しない。
● 極性(,と.)に注意し、表示通りに
入れる。

● 種類の異なるものや、新旧の電池を
混ぜて使わない。

● 電池を充電、加熱、分解したり、火
や水の中に投入しない。ショートさ
せない。

● 長期間使用しないときは、電池を取
り出しておく。

もし、液もれが起こったときは、電池ケースに
ついた液をよくふき取ってから新しい電池を入
れてください。万一、もれた液が身体についた
ときは、水でよく洗い流してください。

注意

電源プラグを 
コンセントから抜く 

禁　止 

音のエチケット
楽しい音楽も、時間と場所によっては気になるものです。隣り近所への配慮（おもい
やり）を十分にいたしましょう。ステレオの音量はあなたの心がけ次第で大きくも小
さくもなります。特に静かな夜間には小さめな音でも通りやすいものです。夜間の音
楽鑑賞には特に気を配りましょう。窓を閉めたり、ヘッドホンをご使用になるなどお
互いに心を配り、快い生活環境を守りましょう。

付属品 大切な録音や再生は事前に確認を
大切な録音や再生の場合は、正常に録音や再生ができることを確認してくだ

さい。

著作権について
放送やCD、レコード、その他の録音物（ミュージックテープ、カラオケテー

プなど）の音楽作品は、音楽の歌詞、楽曲などと同じく、著作権法により保

護されています。

従ってそれらから録音したデータを売ったり、配ったり、譲ったり、貸した

りする場合、および営利(店のBGMなど)のために使用する場合には、著作権

法上、権利者の許諾が必要です。

使用条件は場合によって異なりますので、詳しい内容や申請、その他手続き

については、「日本音楽著作権協会」(JASRAC)におたずねください。

(JASRAC 本部：TEL.03-3481-2121)

電源コード

（乾電池は付属していません）

禁　止 
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使用上のお願い
■CDについてのご注意
● CDにインクジェット用CDラベルを貼った
CD、紙やシールを貼ったCDは使用しない
でください。
また、セロハンテープやレンタルCDのラベ
ルなどの糊がはみ出したり、はがしたあとが
あるCDは使用しないでください。CDが取り
出せなくなったり、故障の原因となります。

● ハート型や八角形など、特殊形状のCDは使
用しないでください。故障の原因となるこ
とがあります。

● 市販のCDスタビライザは使用できません。
● 以下のようなときに音とびを起こしますの
で、ご注意ください。
◆ 本機に強い衝撃を与えたとき。
◆ 薄い板の上など、振動しやすい場所
に置いたとき。

● コピーガード付きCDの再生について
CD規格に準拠しない「コピーガード付きCD」
などのディスクについては、当社としては、
CD再生機器における再生の保証はいたしかね
ます。CDを再生する際には、「CDロゴマーク」
の有無や、パッケージの注意文をよくお読み
になり、CD規格に準拠するCDであることを
ご確認ください。なお、CD規格に準拠しない
CD再生時にのみ支障がある場合、詳細につい
てはCDの発売元にお問い合わせください。

■CD-R/RWディスクについて
● 本機では音楽CD形式（CD-DA形式）で保
存されたCD-R/RWディスクを再生するこ
とができますが、録音された環境や内容に
よっては再生できないこともあります。

● 未記録のCD-R/RWディスクを入れないで
ください。ディスクの読み込みに時間がか
かることがあり、誤って回転中にディスク
を取り出そうとした場合、ディスクを傷つ
けることがあります。

● 本機ではCD-R/RWディスクに録音するこ
とはできません。

● DVD、VCD（ビデオCD）、フォトCDは再
生できません。

（特殊形状CDの例） 

ディスクの取扱いと保管

ケースからの出し入れは

● ディスクに紙やシールを貼らない。
● ディスクは曲げない。

ディスクの保管について

● 必ず専用ケースに入れて保管ください。
● 直射日光の当たる所、暖房器具の近くなど
温度が高くなる所には置かないでください。

再生面に触れないように
持って出す。

センターホルダーを押さえ 印刷面を上にして…

上から押さえて
入れる。

ディスクのお手入れ

再生する前に、再生面についたほこりやゴミ、
指紋などを柔らかい布で中央から外側に向か
ってふいてください。
● シンナーやベンジン、アナログレコード用
のクリーナーやスプレー静電防止剤は使用
しないでください。

露つき(結露)のご注意
周囲の温度が急激に変化した場合、内部の光学
レンズに露(水滴)が発生することがあります。
この状態では正常にディスクを再生できないこ
とがあります。このような場合、ディスクを取
り出し、使用される場所で約1時間放置した後、
ご使用を開始してください。



8

使用上のお願い
■本機で使用できるUSB機器
● 128MB以上のUSBマスストレージクラス
に対応したUSB機器および、デジタルオー
ディオプレーヤーに記録されたMP3や
WMAファイルを再生することができます。

● 本機で認識できるのは8階層までのフォルダ
とファイルです。

● ファイル数1999またはフォルダ数999ま
で認識できます。ただし、フォルダ構造に
よっては全てのファイルが認識できない場
合があります。

● 著作権保護されたファイルの再生はできま
せん。

● USBハブやUSBカードリーダーライターは
使用できません。

● USB機器を本機に接続する場合は、1.5m
以下のケーブルを使用してください。1.5m
を超えるケーブルの場合、USB機器を認識
しないことがあります。

● 内蔵メモリ以外にカードスロットを搭載す
るデジタルオーディオプレーヤーなどの
USB機器は、内蔵メモリのみ認識します。
本機に接続して再生できるのは、内蔵メモ
リ内のファイルのみです。

● ハードディスクタイプのUSB機器は使用で
きません。

● すべてのUSB機器の動作を保証するもので
はありません。

ちょっとこれを！
● USBマスストレージクラスとは、USB端子に大容量

記憶装置（マスストレージ）を接続するために定めら

れた規格で、USBストレージクラスと呼ばれること

もあります。この規格に準拠したUSB機器は、端子

に接続すると外部記憶装置として認識されるため、デ

ジタルオーディオプレーヤーなどでも外付けの記憶装

置と同じように扱うことができます。使用するUSB

機器がUSBマスストレージに対応しているかどうか

は、USB機器メーカーにご確認ください。

■必ずお読みください（USB機器）
本機の使用中、本機やカセットテープの不具合
による録音の失敗および録音内容（データ）の
損失を防ぐために
1. 再生中は絶対にUSB機器、電源コードを抜
かないでください。

2. 録音前には必ず試し録音をしてください。
3. 録音データを他の機器にバックアップして
ください。

本機やカセットテープ使用中および落下や衝撃
が原因での不具合による録音内容（データ）損
失や録音機会損失などの補償、また本機が使え
なかったことによる付随的損害の補償について
は、当社では責任を負いかねます。また、修理
でのデータ消去を伴う事項が発生しても補償に
ついては、当社では責任を負いかねます。あら
かじめご了承ください。

弊社製デジタルオーディオプレーヤー動作確認表

● 本機でデジタルオーディオプレーヤーへ録
音することはできません。

■他社製品との互換性について
●「本機で使用できるUSB機器」の使用条件
をすべて満たした場合でも、他社製品（デ
ジタルオーディオプレーヤーなど）の動作
を保証するものではありません。他社のカ
タログや取扱説明書などでご確認ください。

● 次のような仕様のデジタルオーディオプレ
ーヤーは、本機では使用できません。
1. MP3/WMA（DRM非対応）形式以外の
独自形式を採用しているもの

2. MP3/WMA（DRM非対応）形式のファ
イルをパソコンから転送する際に、専用
ソフトを使って独自の暗号化（著作権保
護）を施すもの
（例）アップル製「iPodシリーズ」、ソニー

製「ウォークマンシリーズ」、東芝製
「gigabeatシリーズ」、松下電器製
「D-snapオーディオシリーズ」、等

形式 本機での再生
HMP-S2
HMP-F3
HMP-D3 ○
HMP-S3(W/Y)
HMP-G1
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使用上のお願い
■MP3（エムピースリー）について
MP3とは、MPEG-1 Audio Layer3というフ
ァイル形式で圧縮された音楽データです。
「.mp3」または「.MP3」という拡張子の付い
たファイルをMP3ファイルと呼びます。人間
の感じ取りにくい部分のデータを間引くことに
よって高い圧縮率を得る非可逆圧縮方式を採用
しており、音質の劣化を少なくし、データ量を
約1/10(128kbpsの場合)に圧縮することがで
きるとされています。

■WMA（ダブリューエムエー）について
WMAとは、Windows Media Audioの略でマ
イクロソフト社が開発したファイル形式で圧縮
された音楽データです。「.wma」または
「.WMA」という拡張子の付いたファイルを
WMAファイルと呼びます。人間の感じ取りに
くい部分のデータを間引くことによって高い圧
縮率を得る非可逆圧縮方式を採用しており、音
質 の 劣 化 を 少 な く し 、 デ ー タ 量 を 約
1/20(64kbpsの場合)に圧縮することができ
るとされています。

登録商標について
● Microsoft®、Windows MediaTM および
Windows®ロゴは米国およびその他の国に
おける米国Microsoft Corporationの商標
または登録商標です。

● その他、本書で登場するシステム名、製品
名は一般に各開発メーカーの商標あるいは
登録商標です。なお、本文中ではTMおよび®

は明記していません。

再生中・再生後の音量にご注意ください
音楽CDに記録されている音声のレベルはディ
スクによって異なります。音声レベルが低いデ
ィスクを再生したときは、音量を上げないと通
常のように聞こえない場合がありますが、本機
の故障ではありません。また、音量を上げて音
楽CDを再生した後に、音量を上げたまま別の
音楽CDを再生すると、大きな音が出ることが
ありますのでご注意ください。このようなこと
を防ぐため、ディスクを再生するときは、事前
に音量を下げるよう心がけてください。

免責事項
● 本機やその他の機器の不具合によって曲
ファイルや記録されているデータが破
損、または消去された場合のデータの補
償に対して、当社では一切の責任を負え
ませんので、あらかじめご了承ください。

● 本機のご使用によって生じたその他の機
器やデータの損害に対して、当社では一
切の責任を負えませんので、あらかじめ
ご了承ください。

● 本機のご使用、または使用不能から生じ
る付随的な損害（事業利益の損失、中断
を含む）に対して、当社では一切の責任
を負えませんので、あらかじめご了承く
ださい。
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各部のなまえ
■上面

音量つまみ 

ファンクションスイッチ 

バススイッチ 

選局つまみ 

バンド/ 
周波数表示 

USB端子 
ヘッドホン端子 

内蔵マイク 

一時停止ボタン（　　） 
早送りボタン（ 　 ） 再生ボタン（     ） 

録音ボタン（    ） 巻戻しボタン（ 　 ） 

停止/取出しボタン（ 　　） 

バンドスイッチ 

開ボタン 

CDドア（閉） 

/

電源ランプ 

CDボタン 

FMステレオランプ 

スキップ/フォルダボタン（　　　/   　　） 

停止ボタン（　 ） 

リピート/ランダムボタン 

メモリ/フォルダボタン USBボタン 表示部 カセットドア 

再生/一時停止ボタン（　　） 

Hitachi Living Systems
CD RADIO CASSETTE RECORDER

CK-33D

■前面

● 表示例として使用しております表示画面については、実際の画面と異なる場合があります。



各部のなまえ（つづき）

BEAT CANCEL（ビートキャンセル）、 
FMステレオ/モノラルスイッチ 

ロッドアンテナ 

電池ぶた AC電源端子 

■背面

11

 1 2 3 4 5 6

7 8

9

10

11

12

1. 一時停止 4. 1曲リピート表示 7. フォルダリピート表示 10. MP3再生中表示
2. 再生 5. 全曲リピート表示  (点滅時はフォルダ 11. WMA再生中表示
3. リピート表示 6. ランダムリピート表示  選択モード） 12. セグメント表示
    8. プログラム
    9. USB選択表示

■表示部
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電源と接続について
■電源
このCDラジオカセットレコーダーは、AC電源と
乾電池の両方で動作します。

■AC電源
本体背面にあるAC電源端子（AC INPUT）へ付
属の電源コードを入れて、コードの反対側を
AC100Vコンセントに差し込んでください。

AC 100 V コンセントへ 

背面のAC電源端子（AC INPUT） 

付属の電源コード 

注意
1. 付属の電源コード以外は、本体にダメージを与える恐れがありますので使用しないでください。また、
電源コードを使うときは、乾電池を本体から取り出してください。

2. 本体を外に持ち出すときや長期間使わないときは、電源コードを必ず抜いてください。

3. 電源コードを抜き差しするときは、ファンクションスイッチを「 」の位置に合わせて
からおこなってください。

4. 文中の「電源を切る」とはファンクションスイッチを「 」にすることです。

■乾電池
●電池ぶたを開け、別売の単一形乾電池8本を極性
（,と.）を間違えないよう図に示す番号順に入
れます。

●電源コードがAC電源端子に接続されていると、
乾電池では動作しません。

注意 1. 長期間使用しない場合やAC電源で使用する場合は、乾電池を取り出しておいてくださ
い。

2. 乾電池が消耗してくると次のような現象が生じます。
・音が小さい、ひずむ。
・テープ速度が遅くなる。
・ラジオは聞けるがディスクやテープが正常に動作しない。

3. 大切な録音やディスク再生するときは、AC電源の使用をおすすめします。

1

234
56

7 8
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■アンテナ
AMアンテナが本体に内蔵されているため、本体の位置を動かすことでAMの受信状態を調整できます。
FM受信状態は、本体背面に付いているロッドアンテナを伸ばしたり動かしたりして調整できます。

注意 1. 放送局の電波等の近くなど電波の強い影響を受ける地域では、希望する放送局が受信
できない場合があります。

2. 本機とテレビを近づけると、色ムラなど映像や音声に影響をあたえる恐れがあります。
その場合は、本機を離してご使用ください。

3. テレビの近くでAMを受信したり、蛍光灯の近くで使用したりすると、ラジオに雑音が
入ることがあります。また室内アンテナや同軸ケーブルを使用していないフィーダー
アンテナを使用しているテレビの近くで本機を動作させると、テレビの画像が乱れる
ことがあります。このようなときは、本機を離して使用してください。

電源と接続について（つづき）
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共通の操作
■ファンクションスイッチ
ファンクションスイッチを使いたい機能の記載された部分に動かします。

■音量
音量つまみをまわして、音量を調整します。

■電源オフ
本体の電源を切るときには、カセットテープのボタンが押されていない状態で、「 」にファンク
ションスイッチをあわせてください。

■バススイッチ
低音を強調したいときにボタンを押してください。
「P 切」にすると、もとの音質になります。

■ヘッドホン
ミニプラグ付のステレオヘッドホン（市販）を上面のヘッドホン端子に接続します。

ヘッドホンをつなぐと、スピーカーから音は出なくなります。

注意 ファンクションスイッチを動かしたとき「ポッ」という音が聞こえる場合がありますが、故
障ではありません。

ヘッドホン端子 

ファンクションスイッチ 

音量つまみ 

バススイッチ 

ヘッドホン端子 

ステレオヘッドホン 
（市販） 





音楽CDを聞く

CD 

USB 

メモリ/ 
フォルダ 

スキップ/ 
フォルダ 

再生/一時停止 

FMステレオ 
停止 リピート/ 

ランダム 

電源 

停止ボタン（　）

再生/一時停止ボタン(    )CDボタン 

3 CDドアを閉める
● CDドア「閉」部を押して、カチッと音
がするまで確実に閉めてください。

表示部に「cd」と点滅表示された後、CD
に収められている曲数が表示されます。

※トラック数が多い場合は収められている
曲数の表示に時間がかかる場合がありま
す。

4「再生/一時停止(A4)」ボタンを押す
曲番1から再生が始まります。

● 最後の曲まで再生が終わると、自動的に
停止します。

CDを再生中に「停止(3)」ボタンを押す

「停止(3)」ボタンを押し、CDの回転が完全
に停止してから、「開」ボタンを押す

注意
● 再生中は、絶対に「開」ボタンを押さないでく
ださい。CDを傷つけることがあります。

REPEAT 1ALL
FOLDER MEMORY

RANDOM

MP3

USB

WMA

再生中の曲番 

MP3

WMA

（例）10曲入りCD

REPEAT 1ALL
FOLDER MEMORY

RANDOM

MP3

USB

REPEAT 1ALL
FOLDER MEMORY

RANDOM

MP3

USB

WMA

CDを停止する

CDを取り出す

1 ファンクションスイッ
チを「CD/USB」に
合わせ、「CD」ボタン
を押す。
表示部が点灯し、「cd」
が数秒間点滅します。

CDが入っていない場合
表示部に「No」と表示
されます。

CDが入っている場合
CDに収められている曲数が表示されます。

2 CDを入れる
「開」ボタンを押して、CDドアを開けてく
ださい。表示部に「OP」と表示されます。
● CDのレーベル(印刷)
面が上向きになるよう
にディスクテーブルに
乗せます。

● 一度に2枚以上のCDを入れることはで
きません。

CD

16

開 ボタン ファンクションスイッチ 

REPEAT 1ALL
FOLDER

RANDOM

USB

WMA

REPEAT 1ALL
FOLDER

RANDOM

USB

WMA
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再生の一時停止

音楽ＣＤを聞く（つづき）

CD

USB

メモリ/ 
フォルダ 

スキップ/ 
フォルダ 

再生/一時停止 

FMステレオ 
停止 リピート/ 

ランダム 

電源 

停止ボタン（　） 

再生/一時停止ボタン(    )

スキップ/フォルダボタン 
(           /            )

再生中に「再生／一時停止（A4）」ボタンを
押す

● もう一度押すと、再び再生が始まります。

停止時に、「スキップ/フォルダ（97

/68）」ボタンを押して、希望の曲番号
を表示し、「再生/一時停止（A4）」ボタンを
押す
選んだ曲以降を順に再生します。

再生中に、「スキップ/フォルダ（97

/68）」ボタンを押し続け、希望のとこ
ろで指を離す

停止時または再生中に、曲の先頭から再生します。

次の曲の先頭に行く
「スキップ/フォルダ（97）」ボタンを1度押し
ます。

REPEAT 1ALL
FOLDER MEMORY

RANDOM

USB

WMA

MP3

再生中の曲の先頭に戻る
「スキップ/フォルダ（68）」ボタンを1度押し
ます。

1つ前の曲の先頭に戻る
再生中は「スキップ/フォルダ（68）」ボタ
ンを2度押します。停止時は「スキップ/フォルダ
（68）」ボタンを1度押します。

「リピート/ランダム」ボタンを押すたびに、表示
部の点灯が 「REPEAT 1」→「REPEAT ALL」
→「RANDOM」→消灯と切り換わります。

1曲のみくり返し再生する
「リピート/ランダム」ボタンを押して、
「REPEAT 1」を点灯させます。

全曲をくり返し再生する
「リピート/ランダム」ボタンを押して、
「REPEAT ALL」を点灯させます。

プログラムした曲をくり返し再生する
再生する曲をプログラムしたあと(P.22参照)、
「リピート/ランダム」ボタンを押して、
「REPEAT ALL」を点灯させます。

くり返し再生を解除する
「リピート/ランダム」ボタンを押して、表示を消
灯します。

注意
● CDを取り出すには、CDの回転が停止したのを
確認してから、「開」ボタンを押してください。

● くり返し再生設定中に、CDドアを開けるとく
り返し再生の設定は解除されます。

聞きたい曲から聞く

早送り、早戻し

曲の頭出し

REPEAT 1 REPEAT ALL

RANDOM（消灯） 

再生をくり返す(リピート再生)
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本機では、CD-R/-RWに記録されたMP3形式ま
たはWMA形式の音楽ファイルを再生できます。
また、本機ではフォルダ名とファイル名を表示せ
ずに、フォルダ番号と曲番号で表示します。

■MP3/WMAファイルの再生について
● ISO9660(レベル1、レベル2)フォーマットに準拠し

たディスクを再生できます。
● オーディオCDトラックとMP3/WMAファイルが混在

したCDはオーディオCDトラックのみ再生します。
● ファイル構成により、MP3/WMAファイルを読み込

むのに1分以上かかる場合があります。
● 高品質の音質を得るには44.1kHzのサンプリング周

波数、128kbps以上のビットレートで記録された音

源をお勧めします。
● ファイル数999またはフォルダ数500まで認識でき

ます。ただし、フォルダ構造によっては全てのファイ

ルが認識できない場合があります。
● MP3/WMA CDは、記録された順序で再生できない

ことがあります。また、記録状態により音飛びが発生

したり、再生できないこともあります。
● MP3/WMA作成のエンコードソフトによって、曲の

前後や曲にノイズが入ることや再生できないことがあ

ります。なお、エンコードソフトやエンコード操作な

どのパソコン操作に関しては、対応いたしかねます。
● パケットライトソフト、Joliet形式、Romeo形式、

HFS形式には対応していません。
● 音楽ファイルは第1階層から順に再生します。
● マルチセッションの場合は、セッションごとに順に再

生します。
● MP3形式またはWMA形式の音楽ファイル以外は表示

されません。

<MP3>
● MP3形式のファイルで拡張子「.mp3」または

「.MP3」が付加されているファイルを再生できます。
● MP3形式ファイルのサンプリング周波数とビットレー

ト

－ 32kHz、44.1kHz、48kHz、32kbps～

320kbps（固定または可変のビットレート）
● MPEG-1 Audio Layer 3のみ対応しています。

<WMA>
● WMA形式のファイルで拡張子「.wma」または

「.WMA」が付加されているファイルを再生できます。
● WMA形式ファイルのサンプリング周波数とビットレー

ト

－ 32kHz、48kbps～64kbps

－ 44.1kHz、48kbps～192kbps

－ 48kHz、128kbps～192kbps

WMA9 Professional、WMA9 Lossless形式のフ

ァイルまたは、DRM（著作権管理）がかかったWMA

形式のファイルは再生できません。
● WMA形式のファイルを作る時には著作権保護機能を

外して作成してください。
● 音楽ファイルは第１階層から順に再生します。
● マルチセッションの場合は、セッションごとに順に再

生します。
● MP3形式またはWMA形式の音楽ファイル以外は表示

されません。

1 再生中または一時停止中に「メモリ/
フォルダ」ボタンを押す
表示部に「FOLDER」表示が約3秒間点滅
し、再生中の音楽ファイルがあるフォルダ
番号を表示します。

2「FOLDER」表示が点滅中に「スキッ
プ/フォルダ（97/68）」ボ
タンを押して、希望のフォルダを選ぶ
押すたびに、フォルダを順に選択し、フォ
ルダ番号を表示した後、フォルダ内の最初
の音楽ファイル番号を表示して再生を始め
ます。

注意
●停止中およびプログラム再生中にフォルダを選
択することはできません。

MP3/WMAファイルのCDを聞く

フォルダを選択する
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MP3/WMAファイルのCDを聞く（つづき）

1 ファンクションスイッ
チを「CD/USB」に
合わせ、「CD」ボタン
を押す。
表示部が点灯し、「cd」
が数秒間点滅します。

ディスクが入ってい
ない場合
表示部に「No」と表示
されます。
ディスクが入っている
場合
CDに収められているファイル数が表示さ
れます。

2 ディスクを入れる
「開」ボタンを押して、CDドアを開けてく
ださい。表示部に「OP」と表示されます。
● ディスクのレーベル
(印刷)面が上向きにな
るようにディスクテー
ブルに乗せます。

● 一度に2枚以上のディスクを入れること
はできません。

3 CDドアを閉める
● CDドアを押して、カチッと音がするま
で確実に閉めてください。

表示部に「cd」と点滅表示された後、CD
に収められている曲数が表示されます。

※ ディスクに入っているデータ容量（音楽曲数）が大きい

場合、曲数の表示に時間がかかる場合があります。

4「再生/一時停止（A4）」ボタンを押す
番号の小さいフォルダの曲番1から再生が
始まります。

● 最後の曲まで再生が終わると、自動的に
停止します。

再生中に「停止（3）」ボタンを押す

「停止（3）」ボタンを押し、CDの回転が完
全に停止してから、「開」ボタンを押す

注意
● 再生中は、絶対に「開」ボタンを押さないでく
ださい。ディスクを傷つけるとこがあります。

REPEAT 1ALL
FOLDER MEMORY

RANDOM

MP3

USB

WMA

（例）17ファイル入りCD

REPEAT 1ALL
FOLDER MEMORY

RANDOM

MP3

USB

WMA

REPEAT 1ALL
FOLDER MEMORY

RANDOM

MP3

USB

WMA

再生を停止する

ディスクを取り出す

CD 

USB 

メモリ/ 
フォルダ 

スキップ/ 
フォルダ 

再生/一時停止 

FMステレオ 
停止 リピート/ 

ランダム 

電源 

停止ボタン（　）

再生/一時停止ボタン(    )CDボタン 

開 ボタン ファンクションスイッチ 

CD

REPEAT 1ALL
FOLDER

RANDOM

USB

WMA

REPEAT 1ALL
FOLDER

RANDOM

USB

WMA



再生の一時停止

再生中に「再生／一時停止（A4）」ボタンを押す

● もう一度押すと、再び再生が始まります。

停止時に、「スキップ/フォルダ（97

/68）」ボタンを押して、希望の曲番号を
表示し、「再生/一時停止（A4）」ボタンを押す
選んだ曲以降を順に再生します。

再生中に、「スキップ/フォルダ（97

/68）」ボタンを押し続け、希望のとこ
ろで指を離す

REPEAT 1ALL
FOLDER MEMORY

RANDOM

MP3

USB

WMA

MP3

CD

USB

メモリ/ 
フォルダ 

スキップ/ 
フォルダ 

再生/一時停止 

FMステレオ 
停止 リピート/ 

ランダム 

電源 

停止ボタン（　） 

リピート/ランダムボタン 

再生/一時停止ボタン(    )

スキップ/フォルダボタン 
(           /            )

聞きたい曲から聞く

早送り、早戻し

停止時または再生中に、曲の先頭から再生します。

次の曲の先頭に行く
「スキップ/フォルダ（97）」ボタンを1度押
します。

再生中の曲の先頭に戻る
「スキップ/フォルダ（68）」ボタンを1度押
します。

1つ前の曲の先頭に戻る
再生中は「スキップ/フォルダ（68）」ボタ
ンを2度押します。停止時は「スキップ/フォル
ダ（68）」ボタンを1度押します。

「リピート/ランダム」ボタンを押すたびに、表示
部の点灯が 「REPEAT 1」→「REPEAT
FOLDER」→「REPEAT ALL」→
「RANDOM」→消灯と切り換わります。

一曲のみくり返し再生する
「リピート/ランダム」ボタンを押して、
「REPEAT 1」を点灯させます。

選んだフォルダ内の曲をくり返し再生する
「リピート/ランダム」ボタンを押して、
「REPEAT FOLDER」を点灯させます。

全曲をくり返し再生する
「リピート/ランダム」ボタンを押して、
「REPEAT ALL」を点灯させます。

プログラムした曲をくり返し再生する
再生する曲をプログラムしたあと（P.22参照）、
「リピート/ランダム」ボタンを押して、
「REPEAT ALL」を点灯させます。

くり返し再生を解除する
「リピート/ランダム」ボタンを押して、表示を消
灯します。

MP3/WMAファイルのCDを聞く（つづき）

再生をくり返す(リピート再生)

REPEAT 1
REPEAT ALL

REPEAT FOLDER

RANDOM（消灯） 

曲の頭出し

20
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注意
● くり返し再生設定中にCDドアを開けるとくり
返し再生の設定は解除されます。

ちょっとこれを！
ファイルの構成によりますが
● MP3/WMA再生時は早戻しによる前の曲への移動が
できないことがあります。

● MP3/WMAでの早送り・早戻しは通常の音楽CDよ
りも遅くなります。

MP3/WMAファイルのCDを聞く（つづき）
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プログラム再生

好みの曲を32曲まで選んで再生することが
できます。

プログラム例 再生順(ステップ) 曲　番
1番目 曲番6
2番目 曲番2

ちょっとこれを！
● ディスクが入っていないときは、ディスクを入れて

CDドアを閉めてください。
● ディスクが再生中のときは、「停止（3）」ボタンを押

して再生を停止してください。

1「メモリ/フォルダ」ボタンを押す
表示部に「MEMORY」が点滅し、「P01」
と約1秒間表示された後、「00」と表示さ
れます。

● 前に設定したプログラムが記憶されているとき
は、（「MEMORY」点灯中）プログラムの1番
目の曲が表示されます。（P.23参照）

REPEAT 1ALL
FOLDER MEMORY

RANDOM

USB

WMA

2「スキップ/フォルダ（97

/68）」ボタンをくり返し押して、
曲番6を選ぶ

3「メモリ/フォルダ」ボタンを押す
表示部に「P02」と約1秒間表示された後、
「00」と表示されます。

4「スキップ/フォルダ（97

/68）」ボタンをくり返し押して、
曲番2を選ぶ

5「メモリ/フォルダ」ボタンを押す

● 32番目をプログラムし終えると、曲番の表示
が「FUL」に変わり、プログラム「P01」に
変わります。

6「再生/一時停止（A4）」ボタンを押す
プログラム再生が始まります。

REPEAT 1ALL
FOLDER MEMORY

RANDOM

USB

WMA

CD

USB

メモリ/ 
フォルダ 

スキップ/ 
フォルダ 

再生/一時停止 

FMステレオ 
停止 リピート/ 

ランダム 

電源 

停止ボタン（　） 

メモリ/フォルダボタン 

再生/一時停止ボタン(    )

スキップ/フォルダボタン 
(           /            )

REPEAT 1ALL
FOLDER MEMORY

RANDOM

USB

WMA

REPEAT 1ALL
FOLDER MEMORY

RANDOM

USB

WMA

REPEAT 1ALL
FOLDER MEMORY

RANDOM

USB

WMA
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プログラム再生（つづき）

停止時に「メモリ/フォルダ」ボタンを押す
押すたびにプログラム順に内容が表示されます。

1 停止時に「メモリ/フォルダ」ボタンをく

り返し押して、最後の曲の次のプログラ

ムを表示する

2「スキップ/フォルダ（97/68）」

ボタンをくり返し押して、希望の曲を表

示する

3「メモリ/フォルダ」ボタンを押す
● 32番目をプログラムし終えると、曲番の表示
が「FUL」に変わり、プログラム「P01」に
戻ります。

REPEAT 1ALL
FOLDER MEMORY

RANDOM

USB

WMA

停止時に「メモリ/フォルダ」ボタンを押し
て、「停止（3）」ボタンを押す

注意
CDドアを開けてもプログラムは消去されます。

プログラム内容を表示（確認）する

プログラムの最後に曲を追加する

記憶しているプログラム内容を消去する

CD

USB

メモリ/ 
フォルダ 

スキップ/ 
フォルダ 

再生/一時停止 

FMステレオ 
停止 リピート/ 

ランダム 

電源 

停止ボタン（　） 

メモリ/フォルダボタン 

スキップ/フォルダボタン 
(           /            )
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USB機器を聞く

音楽データ(MP3/WMA)が入ったUSB機器を接
続して、本機のボタン操作で音楽データを再生で
きます。
本機で使用できるUSB機器についてはP.8を参照
してください。

●ファイル構成により、MP3/WMAファイルを
読み込むのに1分以上かかる場合があります。

●ファイル数1999またはフォルダ数999まで認
識できます。ただし、フォルダ構造によっては
全てのファイルが認識できない場合があります。

●USB機器内のMP3形式またはWMA形式
（Windows Media Audio）の音楽ファイルの
みを再生することができます。

●著作権保護付きの音楽ファイルは再生できませ
ん。
また、再生時は著作権保護付きの音楽ファイル
は自動的にスキップします。

●他の機器で録音された音楽ファイルの再生順
は、USB機器に音楽ファイルが書き込まれた
順番となります。

●「MP3/WMAファイルのCDを聞く」P.18も
参照してください。

1 USB端子にUSB機器を接続する
● USBコネクタの向きを合わせて、端子
に差し込んでください。

2 ファンクションスイッチを「CD/USB」
に合わせる
表示部が点灯します。

3 USBボタンを押す
表示部に「No」と表示されます。
USB機器を認識中は「---」と表示され、完
了すると全音楽ファイル数を表示します。
●接続したUSB機器が認識できないとき
は、表示部に「No」と表示されます。
この場合は、再度接続しなおしてくださ
い。

●接続したUSB機器に再生できる音楽フ
ァイルがないときは、表示部に「No」
と表示されます

4「再生/一時停止（A4）」ボタンを押す
表示部に「A」と表示され、再生が始まり
ます。
●最後の曲まで再生が終わると自動的に停
止します。

USB機器の再生について

本機でUSB機器を再生する

CD

USB

メモリ/ 
フォルダ 

スキップ/ 
フォルダ 

再生/一時停止 

FMステレオ 
停止 リピート/ 

ランダム 

電源 

停止ボタン（　） 

再生/一時停止ボタン(    )USBボタン 

開 ボタン ファンクションスイッチ 

USB端子 
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再生を停止する

再生中に「停止（3）」ボタンを押す

1 USB機器の再生を停止する

2 ファンクションスイッチを「 」
に合わせる

3 USB機器を取り外す

注意
●「---」表示中や再生中はUSB機器を取
り外さないでください。データが壊れ
ることがあります。

●接続したUSB機器を外すときは、USB
コネクタ部を持って行ってください。

MP3/WMAの再生時と同じです。20ページをご
覧ください。

MP3/WMAの再生時と同じです。20ページをご
覧ください。

MP3/WMAの再生時と同じです。22ページをご
覧ください。

USB機器を取り外す
再生をくり返す(リピート再生)

プログラム再生

聞きたい曲から聞く

USB機器を聞く（つづき）
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テープを聞く

録音(○)
CD、USB、ラジオおよび内蔵マイクから録
音するときに押します。

再生(¡)
カセットを再生するときに押します。

巻戻し(LL)
テープが停止状態のときに、巻戻しボタンを
押します。

早送り(G)
テープが停止状態のときに、早送りボタンを
押します。

停止/取出し(#/%)
テープの動きを止めるとき、もしくはテープ
が停止状態でカセットのドアを開けるときに
押します。

一時停止(F)
テープの再生もしくは、録音を一時停止させ
るために押します。もう一度押すと、再生も
しくは録音の状態に戻ります。

1 ファンクションスイッチを「 」
に合わせる

2「停止/取出し(#/%)」ボタンを押して、
カセットドアを開け、テープを入れる

ファンクション 
スイッチ 

内蔵マイク 

早送りボタン（ 　 ） 

再生ボタン（     ） 

録音ボタン（     ） 

巻戻しボタン（ 　 ） 

停止/取出しボタン（ 　　） 

一時停止 
ボタン（　 ） 

※電源ランプは
点灯しません。

3 カセットドアを閉める
カチッと音がするまで確実に閉めてください。

4「再生(¡)」ボタンを押す
再生が始まります。

※電源ランプが点灯します。
表示部は点灯しません。

ちょっとこれを！
再生・録音中にテープが全部巻き取られると、自動的に

ボタンが復帰して停止します。

「停止/取出し(#/%)」ボタンを押す
● テープを取り出すときは、「停止/取出し(#/%)」
ボタンをもうー度押します。

再生または録音中に「一時停止(F)」ボタン
を押す
● もう一度押すと再度、再生または録音が始まり
ます。

再生面 

カセットホルダー 

一時停止

テープの再生を停止する
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テープを聞く（つづき）

カセットテープについて

ノーマルテープ(TYPE 1)をご使用ください。
ハイポジションテープ(TYPE 2) やメタルテ
ープ(TYPE 4)は使用できません。
● エンドレステープは使用できません。
● 90分を超える長時間テープは大変薄く、伸
びやすいため、機械に巻き込むおそれがあ
りますので、使用しないでください。

● カセットテープの両端のリーダーテープ部
分(半透明の部分)は録音できません。録音の
前にはこの部分を送ってから使用してくだ
さい。

次のような場所には保管しないでください。
ほこりの多いところ。
磁気の発生するところ。
高温や湿度の多いところ。

大切な録音を消さないために
カセットテープの後ろ側にあるツメをドライバ
ーなどで折れば誤消去の防止になります。

誤ってツメを折ったり、再び録音したいときは、
セロハンテープなどで穴をふさいでください。

テープがたるんで
いるときは、鉛筆
などでたるみをと
ってから使ってく
ださい。

SIDE 2/B面

SIDE 1/A面

ツメ（SIDE 2/B面用）

ツメ（SIDE 1/A面用）

停止時に「早送り(G)」または「巻戻し
(LL)」ボタンを押す
● 希望のところにきたら、「停止/取出し（#/%)」
ボタンを押します。

注意
● 再生中に「早送り（G）」または「巻き戻し（LL）」

ボタンを押さないでください。テープがからみ故障の

原因となります。

ちょっとこれを！
● 早送り、巻戻し中にテープが全部巻き取られても自動

的にボタンは復帰しません。かならず、「停止/取出し

（#/%）」ボタンを押してください。
● 早送り、巻戻しによる頭出し（キュー/レビュー）機

能はありません。

● 本機には自動録音レベル調整回路が内蔵されています

ので、自動的に適正なレベルで録音されます。音量つ

まみを調整したり、バススイッチで設定を切り換えて

も録音には影響しません。

早送り、巻戻し

自動録音レベル調整について
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●本機のテレビ受信回路はFM受信回路と兼用し
ています。このため、地域によってはテレビの
2または3チャンネルの音声受信時にFM放送が
混信することがあります。

●地上アナログテレビ放送は2011年7月までに
終了することが、国の法令として決定されてい
ます。地上アナログテレビ放送終了後は、テレ
ビの音声を聴くことはできません。

背面の「BEAT CANCEL」スイッチでステレオ
「FM ST」とモノラル「MONO」モードを切り換
えることができます。ステレオ「FM ST」側のと
きにステレオ放送を受信すると、自動的にステレ
オになります。
● ステレオで受信しているときは、FMステレオ
ランプが点灯します。

● 受信状態が悪いときは、モノラル「MONO」
モードにすると、ステレオになりませんが、聞
きやすくなります。

● AMステレオ放送には対応していません。

ちょっとこれを！
よりよい受信をするために

FM放送

ロッドアンテナを伸ばし、最も良く

聞こえる方向に向けてください。

ＡＭ放送

本体の向きを変えてください。

ラジオを聞く

ファンクションスイッチ 
選局つまみ 

バンドスイッチ 

1 ファンクションスイッ
チを「ラジオ」に合わ
せる

2 バンドスイッチを
「AM」または「FM」
に合わせる

3 周波数表示を目安に選局つまみを回し
て聞きたいラジオ局にあわせる。

本機のFMバンドでテレビの1～3チャンネルの音
声を聞くことができます。
1 チャンネル　1 CH
2 チャンネル　2 CH
3 チャンネル　3 CH

●ステレオ、音声多重にはなりません。

テレビの音声を聞く

FMステレオ放送の受信について

1 2

BEAT CANCEL

FM ST MONO

※電源ランプが
点灯します。
表示部は点灯しません。
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録音する

1「停止/取出し(#/%)」ボタンを押して、
カセットドアを開け、テープを入れる
● 録音する面を手前にして入れます。
● 録音するときは、頭切れをなくすため、
あらかじめリーダーテープ部を巻き取っ
ておいてください。

2 カセットドアを閉める
● 録音を始めるテープ位置で停止させてお
きます。

3 録音するファンクション（音源）を選
ぶ

CD/USB機器から録音するとき(CD/
USBシンクロ録音)：
希望の曲から録音するときは、曲番を選ん
でおきます。
● 希望の曲だけを選んで録音するときは、
プログラムをしておきます。（P.22参照）

ラジオを録音するとき：
録音する放送局を受信する。（P.28参照）

内蔵マイクから録音するとき：
ファンクションスイッチを「 」に合
わせる。

4「録音(○)」ボタンを押す
「再生(¡)」ボタンも同時にさがり、録音
が始まります。
● CD/USB機器から録音する（CD/USB
シンクロ録音）ときは、録音とCD、ま
たはUSB機器の再生が同時に始まりま
す。

● CD/USB機器のー時停止中に「録音
(○)」ボタンを押すと、曲の途中から録
音を始めることができます。

● テープが終端にくると、自動的にテープ
の録音を停止します。

ちょっとこれを！
● CD/USBシンクロ録音とは、「録音（○）」ボタンを
押したときに自動でCDまたはUSB機器の録音を始め

る機能です。
●「録音（○）」ボタンを押すと同時に「再生（¡）」

ボタンがさがるため重く感じることがありますが、故

障ではありません。

「停止/取出し(#/%)」ボタンを押す

注意
● CD/USBシンクロ録音のときは、カセットの
「停止/取出し(#/%)」ボタンを押すと、CD、
またはUSB機器の再生は一時停止状態になり
ますので、かならず「停止（3）」ボタンを押
して、停止させてください。

ラジオを録音中、ビート音(「ピー」という音)が
でることがあります。その場合には、背面の
「BEAT CANCEL」スイッチをビート音が小さく
なる位置(1または2)に切り換えてください。

あなたが録音したものは、個人として楽しむなどのほ

かは、著作権上、権利者に無断で使用できません。

録音中にビート音がでるときは

テープの録音を停止する

録音ボタン（　） 
停止/取出しボタン（ 　　） 

ファンクションスイッチ USB端子 
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お手入れ

テープを再生または録音すると・・・
● 音が悪い
● きれいに録音できない
● 前の音が残っている
● テープが巻きつく
などの症状がでた場合、その多くはヘッドやピン
チローラーおよびキャプスタンの汚れが原因とな
っていますので、市販のクリーニングキット(また
はクリーニングテープ)をお買い求めのうえ、ヘッ
ド部分を清掃してください。清掃はできるだけ早
め(約10時間程度使用ごと)におこなってくださ
い。

「停止/取出し(#/%)」ボタンを押してカセットホ
ルダーを開け、図に示す 部分をふいてくださ
い。

● 長い間使っていると、ヘッドが磁化されて雑音
が入ったり、音質が悪くなったりします。この
ようなときは、市販の消磁器でヘッドを消磁し
てください。

柔らかい布で汚れを軽くふき取ってください。汚
れがひどいときは、水でうすめた中性洗剤にひた
した布をよく絞ってふき取り、乾いた布で仕上げ
てください。
● ベンジン、シンナーなどは使用しないでくださ
い。また、キャビネットに殺虫剤など、揮発性
のものをかけないでください。

綿棒 

消去ヘッド 

キャプスタン 

録音/再生ヘッド ピンチローラー 

ディスク装着部のレンズが汚れますと、音とびが
起きたり、再生ができなくなったりします。ほこ
りなどは、市販のブロワーでレンズを2、3回吹
き、先のブラシでほこりをはき出します。指紋な
どレンズについた汚れは、市販のレンズクリーナ
ーを綿棒につけてレンズの中心から外に向かって
ふいてください。

綿棒 

ブロワー 

テープヘッド部の清掃

本体のお手入れ

ピックアップ(レンズ)の清掃
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故障かな？と思ったら
修理を依頼される前に、もうー度次の項目をお確かめください。

原　　因
● 電源コードがはずれている
● 乾電池が消耗している
● 音量が小さく設定されている
● ヘッドホンが差し込まれている
● お聞きになろうとするファンクシ
ョンが正しく選ばれていない

● 著作権保護付きの音楽ファイルを
再生しようとしている

● 対応フォーマットまたは条件が
合っていない、あるいは記録状態
が悪い

● CDが裏返しになっている

● CDが汚れている
● CD以外のDVDディスクが入って
いる

● CDに露がついている
● CDを2枚重ねにしている
● ファンクションが「USB」になっ
いる

● CDに大きな傷やソリがある
● 振動する場所に設置している
● レンズが汚れている

● 不完全な録音形式で録音された
CD-R/CD-RWが入っている

● USBボタンを押して「USB」に
切り換えていない

●「No」が表示されている

処　　置
● コードを確実に差し込む
● 乾電池を交換する
● 音量を調節する
● ヘッドホンをはずす
● 目的のファンクションを正
しく選ぶ

● 著作権保護が付いていない
音楽ファイルのみを再生す
る

● 対応フォーマットまたは条
件に合うディスクやファイ
ル、記録状態の良いディス
クに交換する

● レーベル面を上にして入れ
る

● 清掃する
● CDに取り替える

● ふき取ってください
● １枚だけセットする
● CDボタンを押してファンク
ションを「CD」に切り換え
る

● CDを取り替える
● 振動のない場所に設置する
● 清掃する

● 正規の録音形式で録音され
たCD-R/CD-RWを使用する

● USBボタンを押してファン
クションを「USB」に切り
換える

● 停止中にUSBファンクショ
ンを選択し、USB機器を接
続しなおしてください

● USB機器に音楽ファイルが
入っていない。音楽ファイ
ルの入っているUSB機器に
交換する

故　　障？

音がでない

MP3、WMAのディスクや
ファイルが再生できない

CD部

演奏がはじまらない

音がとぶ

CD-R/CD-RWが読み込めない

USB部

共通
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● USB機器がしっかりと接続されて
いない

● カセットの向きが上下逆さまにな
っている

● カセットテープの不良

● ツメの折れたカセットを装着し
ている

● ヘッド部が汚れている
● ハイポジションやメタルテープを
使っている

● 電波の受信状態が悪い
● 電源雑音の影響を受けている
● モーター、蛍光灯などの電気器具、
テレビによる雑音の影響を受けて
いる

● 選局がずれている

● 奥までしっかり差し込む

● テープの見えている方を上
側にして入れる

● カセットテープをとりかえ
る

● カセットテープをとりかえ
る

● 穴をセロハンテープなどで
ふさぐ

● 清掃する
● ノーマルテープを使用する

● 本機の設置場所を変える
● 電源コードを差し替える
● 本機を雑音源から離す
● テレビを消す
● アンテナを調節する
● 正しく選局する

注意
CDやUSB機器の動作中に、表示や動作が異常になった場合は、ファンクションスイッチをー度「 」
にして電源を切ったあと、再度「CD/USB」にして操作しなおしてください。長時間使用していますと、
キャビネットの一部が多少熱くなることがありますが故障ではありません。

操作ができない

カセット部

カセットが入らない
カセットドアが閉まらない

テープが走行しない

録音ボタンが押せない

音がとぎれる、音程が狂う
消去が不完全

ラジオ部

雑音が多く聞きづらい

故障かな？と思ったら（つづき）
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日立家電品についてのご相談や修理はお買上げの販売店へ
なお、転居されたり、贈物でいただいたものの修理などで、ご不明な点は下記窓口にご相談ください。

修理などアフターサービスに
関するご相談は

TEL 70120－3121－68
FAX70120－3121－87
（受付時間）365日／9:00～19:00

商品情報やお取り扱いに
ついてのご相談は

TEL 70120－8802－28
FAX 03－3260－9739

（受付時間）9:00～17:30／携帯電話、PHS
からもご利用できます。土曜・日曜・祝日と
年末年始・夏期休暇など弊社の休日は休ませ
ていただきます。

● お客様が弊社にお電話でご連絡いただいた場合には、正確にご回答するために、通話内容を記録（録音など）させて
いただくことがあります。

● ご相談、ご依頼いただいた内容によっては弊社のグループ会社に個人情報を提供し対応させていただくことがあり
ます。

● 出張修理のご依頼をいただいたお客様へ、アフターサービスに関するアンケートハガキを送付させていただくことが
あります。

● 火災、地震、風水害、落雷、その他天災地変、塩害、公害、ガス害（硫化ガスなど）や異常電圧、指定外の使用電源
（電圧・周波数）による故障および損傷、第三者による行為、その他の事故、お客様の故意又は過失、誤用、その他
の異常な条件下での使用により生じた損害に関して、当社は一切責任を負いません。

ご相談窓口 （家庭電器製品の表示に関する公正競争規約により表示）





Hitachi Living Systemsは.日立リビングサプライの英文社名です。 J0702A

  

CDラジオカセットレコーダー保証書 持込修理 

※印欄に記入のない場合は無効となりますから必ずご確認ください。 

形 
　 
名   

※ 
お 
客 
様   

※ 
販 
売 
店   

ご 　住　所 

ご 　芳　名 

※  お   買  い   上  げ   日    保 　 証 　 期 　 間  

本  体  ：  　  1 年  平 成 　  年 　  月  　   日    

住　　　所 

店　　　名 

様 

TEL

CK-33D
〒　  -

〒 　  -

〒162-0814 東京都新宿区新小川町6-29（アクロポリス東京） 
TEL. 03（3260）9611 
FAX. 03（3260）9739

  

  

保証期間内に取扱説明書、本体ラベル等の注意書きにしたがって正常な使用状態で使用していて
故障した場合には、本書記載内容にもとづきお買い上げの販売店が無料修理いたします。 
お買い上げの日から下記の期間内に故障した場合は、商品と本書をお持ちいただき、お買い上げ
の販売店に修理をご依頼ください。 
お客様にご記入いただいた保証書の控えは、保障期間内のサービス活動及びその後の安全点検活
動のために記載内容を利用させて頂く場合がございますので、ご了承ください。 

1. 保証期間内でも次のような場合には有料修理となります。 
　（イ）使用上の誤り、または改造や不当な修理による故障及び損傷。 
　（ロ）お買い上げ後の取付場所の移動、落下、輸送等による故障及び損傷。 
　（ハ）火災、地震、風水害、落雷、その他の天災地変、塩害、公害、ガス害（硫化ガスなど）

や異常電圧、指定以外の使用電源（電圧、周波数）による故障及び損傷。 
　（ニ）車両、船舶に搭載して使用された場合に生じた故障及び損傷。 
　（ホ）一般家庭用以外（例えば業務用等への長時間使用等）に使用された場合の故障及び損傷。 
　（ヘ）本書のご提示がない場合。 
　（ト）本書にお買い上げ年月日、お客様名、販売店名の記入のない場合あるいは字句を書き換え 
　　　　られた場合。 
　（チ）故障の原因が本機以外にある場合で改善を要するとき。 
　（リ）消耗品が自然消耗、摩耗、劣化した場合の交換。 
2.  離島または離島に準ずる遠隔地への出張修理を行った場合には、出張に要する実費を申し受け
ます。 

3.  ご転居の場合は事前にお買い上げの販売店にご相談ください。 
4. 贈答品等で本書に記入してあるお買い上げの販売店に修理をご依頼になれない場合には、取扱
説明書のお客様ご相談窓口をご覧のうえ、ご相談ください。 

5. 本書は再発行いたしませんので紛失しないよう大切に保存してください。 
6. 修理に伴う商品の移送に要する送料等は、お客様の負担となります。 
7. 本書は日本国内においてのみ有効です。Effective only in Japan.

● この保証書は本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。この保
証書によって保証書を発行している者（保証責任者）、及びそれ以外の事業者に対するお客様の法
律上の権利を制限するものではありません。保証期間経過後の修理等についてご不明の場合は、
お買い上げの販売店またはご相談窓口にお問い合せください。 

● 保証期間経過後の修理によって使用できる製品は、お客様のご要望により有料修理させていただ
きます。 

● このＣＤラジオカセットレコーダーの補修用性能部品の最低保有期間は製造打ち切り後6年です。 
● 補修用性能部品とはその製品の機能を維持するために必要な部品です。 


